
    

作成日 年 3 月 28 日

9 時 0 分から 16 時 15 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
初もうで　節分あそび　ひなまつり会　卒園式　NPOおさんぽやとの交流　水あそび　夏まつり（事業所オープンデイ）　運動会あそび　おかいものごっこ
秋のおでかけ　落ち葉アート　クリスマス会　避難訓練(年2回)　感染症対策訓練(年2回)　緊急時対応訓練※送迎時・救急搬送(年2回)

家族支援

・お子さまの成⾧を見据え、本人の家庭や事業所での様子、今後のことを気軽に
話し合える信頼関係を築き、LINEや連絡帳、送迎時などに丁寧なやりとりを行っ
ていきます。
・必要に応じて電話や対面などで、じっくりとお話をする機会を設けます。

移行支援

・保育園や幼稚園の入園に向けて必要な本人支援や入園へのサポートを行
うとともに、入園への引き継ぎ等を行い、また入園後の適応の状況に合わ
せてサポートをしていきます。

  ・必要に応じて様々な形で園と事業所併用への対応を行います。

地域支援・地域連携
・主治医の先生や訪問看護と連携しながら安全な支援をしていきます。
・相談支援事業所や関係機関とのこまめな情報共有や会議等を行い、密接な連携
を図っていきます。

職員の質の向上
・お子さまや保護者の方々に愛をもって同じ姿勢や思いで支援にあたれる
よう、常に質の高い支援を追求し続けていきます。
・定期的に職員研修や会議を行っていきます。

支　援　内　容

・医療的ケアを必要とするお子さまに対し、医師の指示の下で看護師が適切な判断や処置などの医療的ケアをしながら、当所での基本的な生活が送れるようにします。
・看護職員が常駐しており、体調の変化に細やかに対応するとともに、早めのご連絡や対応で安心してお預けいただけけるよう配慮しています。
・食事について課題のあるお子さまに対しては、自分で食べられるようにする練習などを、集団での食事を楽しみながら段階的に行っていきます。
・トイレでの排尿・排便や衣服・靴下等の着脱など、日常生活の基本的な動作が１人でできるように練習をします。

・その子の段階に応じて、個別でのリハビリを通して筋力や体幹バランスの向上を図り、自力歩行や安定した歩行を目指していきます。
・粗大運動として、さまざまな運動課題を仕掛けたサーキット遊びや、全身を動かす体操遊びなどを行い、運動や動作の向上を目指します。
・微細運動として、手先を使った制作活動やおもちゃでの遊び、また五感を刺激する感覚遊びなども取り入れています。

本
人
支
援

・室内に１日のスケジュールを掲示して見通しを持たせるとともに、終わりの合図をみんなで一緒に行うことでうまく切り替えができるようにしています。
・朝の会と帰りの会など、毎日同じように行う活動を行うとともに、今日の日付や天気などにも触れていきます。
・視覚指示（物の提示・カード等）や、音楽での聴覚指示などで、次の行動が主体的に行えるようにアプローチしていきます。
・遊びの中で、数を数えたり色や大きさを学んだり、季節を味わったりすることを楽しみながら行います。

・絵本の読み聞かせや絵カードなどで、視覚の情報から物の名前を楽しく覚えられるようにしています。
・職員が口元を見せながら丁寧な言葉でやりとりを行い、関わり合いを楽しみながら発語に繋がる力をつけていきます。
・ジェスチャーや表情など、その子の現状に合わせてコミュニケーションを図りながら、その子の「伝えたい!」という気持ちを引き出していきます。

・職員との信頼関係をゆっくりと着実に深めながら、家族以外の大人に安心して関わることができるようにしていきます。
・無理強いせずに、お子さまの意思やタイミングを大切にしながら、お子さまのペースで集団で楽しく活動をする喜びを味わえるようにしていきます。
・１人遊びから大人との関わり、お友達との関わりへと、少しずつ世界が広がっていくことを、遊びを通して意図的に関わりながら支援していきます。

支援方針
・その子その子の思いや特性を枠組にとらわれずに深く見つめ、対話し、気づき、1人の人間同士として真剣に向き合いながら、その子に本当に必要な支援をしていきます。
・保護者の方の思いに真摯に寄り添いながら、家族と同じ目線で子育てをサポートしていきます。
・保育園や幼稚園への移行を目指し、集団生活への適応や身辺自立等について、柔軟な併用にも対応しながら個に応じた総合的な支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
【私らしく、もっと、つながる】　誰もが自分らしく輝き、安心してつながれる社会を創造する。
　　　　　一人ひとりのその子“らしさ”を大切にし、子どもたち同士の自然なひびき合いを土台としながら、その子の輝きである“できる”を育てていく。

事業所名 児童発達支援おんぷ 支援プログラム 2025


